
２
０
２
５
年
度
入
学
者 

一
般
選
抜
（
一
般Ⅱ

期
） 

【
現
代
の
国
語
・
言
語
文
化
】 

 

【
出
題
の
意
図
】 

［
一
］ 

〈
出 
典
〉
渋
沢 

栄
一 

著 

守
屋 

淳 

訳 

現
代
語
訳
『
論
語
と
算
盤
』
よ
り 

「
第
６
章 

人
格
と
修
養
」
抜
粋  

2
0

1
0

年2

月1
0

日  
株
式
会
社
筑
摩
書
房 

発
行 

 

ち
く
ま
新
書8

2
7
 

引
用
範
囲
ｐ12

5

～
ｐ12

9
 

問
一 

基
本
的
な
漢
字
の
読
み
や
書
き
取
り
が
正
確
に
で
き
る
か
。 

問
二 

文
章
中
の
重
要
語
句
の
意
味
を
文
章
中
か
ら
見
つ
け
出
し
、
適
切
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。 

問
三 

文
章
中
の
副
詞
や
接
続
詞
を
空
欄
に
し
て
、
前
後
の
文
の
関
係
や
意
味
か
ら
適
語
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
。 

問
四 

人
と
動
物
の
相
違
点
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
の
で
、
正
確
に
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
。 

 
 

 

問
五 

慣
用
的
表
現
の
読
み
や
意
味
を
正
確
に
表
現
で
き
、
類
語
表
現
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
。 

 
 

 

問
六
～
問
七 

筆
者
の
考
え
方
の
根
拠
や
主
題
を
正
確
に
読
み
取
り
、
理
由
や
説
明
を
簡
潔
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。 

 

［
二
］ 

〈
出 

典
〉
鈴
木 

秀
夫
著 

『
森
林
の
思
考
・
砂
漠
の
思
考
』
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 

「
第
二
章 

変
化
す
る
森
林
と
砂
漠
」
の
「
氷
河
時
代
の
様
相
」
全
文 

 

 
 

 
 

 
 

 
1

9
7

8

年3

月2
0

日 

日
本
放
送
出
版
協
会 

発
行 

 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス3

1
2

 
 

 

引
用
範
囲
ｐ46

～
ｐ48

〈
文
章
の
一
部
を
省
略
し
た
→
ｐ48

L
5

「
第1

図
に
み
ら
れ
る
通
り
、」〉 

 
 

 

問
一 

基
本
的
な
漢
字
の
書
き
取
り
が
正
確
に
で
き
る
か
。 

 
 

 

問
二 

文
章
中
か
ら
類
似
し
た
語
句
を
見
つ
け
、
そ
れ
ら
の
表
現
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。 

 
 

 

問
三
～
問
四 

傍
線
部
の
語
句
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
指
摘
し
た
り
、
設
問
に
応
じ
て
適
切
に
答
え
た
り
、
文
章
中
か
ら
正
確
に
抜
き
出
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。 

 
 

 

問
五 

空
欄
に
入
る
適
切
な
語
句
を
、
語
群
の
中
か
ら
選
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
。 

 
 

 

問
六 

筆
者
の
文
章
全
体
を
把
握
し
、
論
旨
と
合
致
し
な
い
内
容
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。 

 

［
三
］ 

慣
用
的
表
現
の
一
部
を
空
欄
に
し
て
、
文
中
で
の
使
い
方
や
意
味
、
あ
る
い
は
文
末
表
現
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
適
切
な
語
句
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
。 

 



二
〇
二
五
年
度
入
学
者 

聖
霊
女
子
短
期
大
学 

一
般
選
抜
（
一
般Ⅱ

期
）
試
験
問
題 

【
現
代
の
国
語
・
言
語
文
化
】 

※
解
答
は
、
全
て
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

                                          

受
験
番
号 

 

氏 

名 
 

（
２
０
２
５Ⅱ

 

現
代
の
国
語
・
言
語
文
化
１
／
４
） 

 

こ
の
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は 

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
公
開
で
き
ま
せ
ん
。 



            

。 

 

問
一 

 
 

線
部
ａ
～
ｆ
の
漢
字
に
は
読
み
仮
名
を
付
け
、
カ
タ
カ
ナ
や
平
仮
名
は
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

ａ 

際
限 

 
 

ｂ 

と
ど
ま
る 

 
 

ｃ 

ロ
ン
キ
ョ 

 

ｄ 

シ
ュ
ウ
ヨ
ウ 

 

ｅ 

こ
ら
し
め
て 

 
 

ｆ 

遊
説 

 
 問

二 
 

 

線
部
１
「
人
は
『
万
物
の
霊
長
』」
と
あ
る
が
、
こ
の
語
句
の
意
味
は
何
か
。
文
章
中
の
言
葉
を
参
考
に
簡
潔
に
答
え
よ
。 

 

問
三 

 
 

 

Ａ
～
Ｃ
に
入
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
を
、
次
の
①
～
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
答
え
よ
。 

  
 

 

① 

Ａ 

つ
ま
り 

 
 

Ｂ 

そ
こ
で 

 
 

Ｃ 

だ
か
ら 

 
 

② 

Ａ 
そ
の
う
え 

 

Ｂ 

し
た
が
っ
て 

 

Ｃ 

と
に
か
く 
 

 
 

③ 

Ａ 

と
り
わ
け 

 

Ｂ 

た
と
え
ば 

 

Ｃ 

つ
ま
り 

 
 

④ 

Ａ 

ま
し
て 

 
 

Ｂ 

ま
ず 

 
 

 
 

Ｃ 

と
こ
ろ
が 

 

 

問
四 

 
 

線
部
２
「
人
と
動
物
と
は
ど
こ
が
違
う
の
か
」
と
あ
る
が
、
人
と
動
物
で
は
ど
ん
な
点
が
違
う
の
か
、
文
章
中
か
ら
三
十
五
字
以
内
で
抜
き
出
し 

て
答
え
よ
。（
句
読
点
も
字
数
に
含
む
） 

 

問
五 

 
 

線
部
３
「
雲
泥
の
差
」
に
つ
い
て
。 

（
１
）
こ
の
語
句
の
読
み
方
を
す
べ
て
平
仮
名
で
答
え
よ
。 

（
２
）
こ
の
語
句
の
意
味
を
簡
潔
に
答
え
よ
。 

（
３
）
こ
の
語
句
と
似
た
よ
う
な
意
味
を
も
つ
こ
と
わ
ざ
を
次
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

 
 

ア 

ぬ
か
に
釘 

 

イ 

花
と
蝶 

 

ウ 

月
と
す
っ
ぽ
ん 

 

エ 

提
灯

ち
ょ
う
ち
ん

に
釣
り
鐘

つ 
 

が
ね 

 

オ 

実
力

じ
つ
り
ょ
く

伯
仲

は
く
ち
ゅ
う 

 

問
六 

 
 

線
部
４
「
孔
子
は
確
か
に
落
第
生
に
す
ぎ
な
い
」
と
考
え
た
理
由
は
何
か
。
簡
潔
に
答
え
よ
。 

 

問
七 

 
 

線
部
５
「
人
を
評
価
す
る
む
ず
か
し
さ
を
知
る
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
筆
者
は
「
人
の
真
価
を
見
極
め
る
た
め
の
基
準
」
は
ど
う
あ
る
べ
き

だ
と
述
べ
て
い
る
か
説
明
せ
よ
。 

 
 二 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

             

（
２
０
２
５Ⅱ

 

現
代
の
国
語
・
言
語
文
化
２
／
４
） 

 

こ
の
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は 

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
公
開
で
き
ま
せ
ん
。 



                             

問
一 

 
 

線
部
ａ
～
ｅ
の
カ
タ
カ
ナ
を
、
漢
字
に
直
し
て
答
え
よ
。 

 
 

 
 

 
 

 

ａ 

コ
ウ
タ
イ 

 
 

ｂ 

ト
ウ
ラ
イ 

 
 

ｃ 

ケ
ン
チ
ョ 

 
 

ｄ 

セ
イ
イ
ン 

 
 

ｅ 

カ
ン
ソ
ウ 

 
 

 

 

問
二 

 
 

線
部
１
「
氷
河
時
代
と
は
、
人
類
全
体
と
し
て
み
れ
ば
快
適
な
時
代
で
あ
っ
た
」
に
つ
い
て
。 

  
 

（
１
）
氷
河
時
代
を
「
快
適
な
時
代
」
と
受
け
止
め
て
い
る
が
、
同
様
な
捉
え
方
を
し
て
い
る
別
な
表
現
を
同
じ
段
落
か
ら
一
つ
探
し
答
え
よ
。 

  
 

（
２
）
こ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
は
何
か
、
簡
潔
に
答
え
よ
。 

 

問
三 

 
 

線
部
２
「
最
後
の
氷
河
時
代
で
あ
る
ヴ
ュ
ル
ム
氷
期
」
の
際
に
、
氷
で
お
お
わ
れ
た
地
域
は
ど
こ
か
、
二
カ
所
答
え
よ
。 

 

問
四 

 
 

線
部
３
「
他
の
地
域
に
お
こ
っ
た
目
を
み
は
る
現
象
」
に
つ
い
て
。 

  
 

（
１
）
他
の
地
域
と
は
ど
こ
か
答
え
よ
。 

  
 

（
２
）「
目
を
み
は
る
現
象
」
と
は
ど
ん
な
現
象
か
答
え
よ
。 

  
 

（
３
）
そ
の
原
因
を
究
明
し
た
結
果
、
現
在
最
も
確
か
な
考
え
方
は
何
か
答
え
よ
。 

  

（
２
０
２
５Ⅱ

 

現
代
の
国
語
・
言
語
文
化
３
／
４
） 

 



問
五 

 
 

 

Ａ
～
Ｃ
に
入
る
適
切
な
語
句
を
次
の
語
群
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

  
 

 
 

 

ア 

未
開
の
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 

断
片
的 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 

試
行
錯
誤
の
場 

 
 

 
 

 
イ 

不
毛
な
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ 

意
図
的 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ 

鍛
錬
の
場 

 
 

Ａ 
 

ウ 
禁
断
の
原 

 
 

 
 

 

Ｂ 
 

ウ 

懐
疑
的 

 
 

 
 

 

Ｃ 
 

ウ 

腕
試
し
の
場 

 
 

 
 

 

エ 

死
地
の
谷 

 
 

 
 

 
 

 
 

エ 

普
遍
的 

 
 

 
 

 
 

 
 

エ 

活
躍
の
場 

 
 

 
 

 

オ 

豊
穣
な
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

オ 

一
義
的 

 
 

 
 

 
 

 
 

オ 

学
び
の
場 

 
 

 
 

問
六 

こ
の
文
章
の
内
容
と
明
ら
か
に
合
致

・

・

し
な
い

・

・

・

も
の

・

・

を
次
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

  
 

① 

氷
河
時
代
は
、
地
球
全
体
が
氷
で
お
お
わ
れ
、
生
き
物
は
ほ
と
ん
ど
生
存
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
実
際
は
一
部
の
地
域
だ
け
で
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
は
寒
冷
で
は
あ
る
も
の
の
、
住
み
や
す
い
地
域
も
存
在
し
て
い
た
。 

  
 

② 

〈
緑
の
サ
ハ
ラ
〉
と
い
う
言
葉
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
緑
化
は
、
氷
河
時
代
が
も
た
ら
し
た
自
然
の
恩
恵
で
あ
っ
た
。 

  
 

③ 

マ
ン
モ
ス
や
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
氷
河
時
代
は
、
全
体
が
雪
や
氷
で
お
お
わ
れ
た
、
生
き
物
に
と
っ
て
生
き
て
ゆ
く
に
は
過
酷

な
環
境
で
、
人
間
が
生
き
延
び
る
こ
と
の
で
き
な
い
お
そ
ろ
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。 

  
 

④ 

砂
漠
の
消
滅
は
、
気
温
の
上
昇
や
雨
を
ほ
と
ん
ど
降
ら
せ
な
い
前
線
帯
な
ど
の
活
動
の
活
発
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
歓
迎
す

べ
き
事
で
あ
る
。 

  
 

⑤ 

氷
河
時
代
に
あ
っ
て
も
、
旧
石
器
時
代
人
の
狩
猟
に
励
む
姿
は
、〈
緑
の
サ
ハ
ラ
〉
で
は
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像

で
き
る
。 

   

三 

次
の
空
欄
を
補
う
の
に
最
も
適
当
な
語
句
を
、
下
の
ア
～
コ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

  
 

① 

民
衆
の
抵
抗
に
あ
い
、
軍
隊
は
撤
退
を[ 

 
 

]

な
く
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

仕
方
な
く 

 
 

 

② 

問
題
集
の
販
売
促
進
に
協
力
す
る
に[ 

 
 

 
]

で
は
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

協
力
を
惜
し
ま
な
い 

 

③ 

妻
が
夫
に
虐
待
さ
れ
た
例
は[ 

 
 

]

に
暇

い
と
ま

が
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
だ 

 

④ 

徹
夜
で
考
え
た
解
決
策
が[ 

 
 

 
]

に
付 ふ

さ
れ
て
不
満
を
抱
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

価
値
の
な
い
も
の
と
し
て
相
手
に
さ
れ
な
い 

 

⑤ 

副
知
事
は
疑
惑
に
対
し
て[ 

 
 

]

に
な
っ
て
反
論
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

む
き
に
な
る 

 

⑥ 

社
長
の[ 

 
 

]

に
ふ
れ
た
彼
は
ク
ビ
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

激
し
い
怒
り 

  
 

（
２
０
２
５Ⅱ

 

現
代
の
国
語
・
言
語
文
化
４
／
４
） 

 

ア 

枚
ま
い 

挙
き
ょ 

 
 

 

イ 

歯 し 

牙 が 

ウ 

如
い
か 

何 ん 
 

 
 

エ   

吝
や
ぶ
さ  

か 

オ 

躍
や
っ 

起 き 
 

 

カ   

溜
り
ゅ
う 

飲
い
ん 

キ 

余 よ 

儀 ぎ 
 

 
 

ク 

名
め
い 

状
じ
ょ
う 

ケ 

逆
げ
き 

鱗
り
ん 

 
 

コ 

一
い
っ   

笑
し
ょ
う 



２
０
２
５
年
度 

一
般
選
抜
（
一
般Ⅱ

期
）
試
験
問
題
解
答
例
と
配
点 

  
 

●
現
代
の
国
語
・
言
語
文
化 

〈
配
点1

0
0

点
〉 

 
 

 

一 
 

４
０
点 

 
 

問
一 

ａ 

さ
い
げ
ん 

 

ｂ 

留
ま
る 

 

ｃ 

論
拠 

 

ｄ 

収
容 

 

ｅ 

懲
ら
し
め
て 

 
  

ｆ 
ゆ
う
ぜ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（2

点×

６
） 

 
 

問
二 

こ
の
世
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
中
で
最
も
優
れ
て
い
る
の
は
す
な
わ
ち
人
間
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   (

３
点) 

 
 

問
三 

④  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                    
 

 
 

 

（
３
点
） 

 
 

問
四 

道
徳
を
身
に
つ
け
、
知
恵
を
磨
き
、
世
の
中
の
た
め
に
な
る
貢
献
が
で
き
る
と
い
う
点 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
３
３
字
） 

 
 

（
３
点
） 

 

問
五  

（
１
）
う
ん
で
い
の
さ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
３
点
） 

 
 

 

（
２
）
天
と
地
ほ
ど
の
へ
だ
た
り
。
い
ち
じ
る
し
い
違
い
が
あ
る
こ
と
。 

 

（
３
点
） 

 
 

 

（
３
）
ウ
・
エ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
３
点×

２
） 

問
六 

富
を
基
準
と
し
て
人
の
真
価
が
問
わ
れ
る
と
、
い
か
に
徳
の
面
で
高
名
な 

孔
子
で
あ
っ
て
も
周
の
文
王
な
ど
に
は
到
底
及
ば
な
い
か
ら
。 

 
 

 
 

 
 

（
３
点
） 

 
 

問
七 

人
の
真
価
は
、
そ
の
人
が
社
会
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
し
た
精
神
を
大
事
に
、 

 
 

 
 

そ
の
効
果
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
見
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
４
点
） 

 
 二 

 

４
２
点 

 
 

問
一 

ａ 

後
退 

 

ｂ 

到
来 

 

ｃ 

顕
著 

 

ｄ 

成
因 

 

ｅ 

乾
燥   

（
２
点×
５
） 

 

 
 

問
二 

（
１
）
幸
福
な
時
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
２
点
） 

 
 

 
 

 

（
２
）
氷
河
時
代
は
地
球
全
体
か
ら
見
る
と
ご
く
一
部
で
、
砂
漠
が
草
原
化
し
た
り 

住
み
心
地
の
よ
さ
を
感
じ
ら
れ
た
り
し
た
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
。 

 
 

（
３
点
） 

 
 

 

 
 

問
三  

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
西
部
、
北
ア
メ
リ
カ
北
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  (

２
点×

２) 
 

 
 

問
四 

（
１
）
サ
ハ
ラ
砂
漠 

（
サ
ハ
ラ 

も
可
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
(

２
点) 

 
 

 
 

 

（
２
）
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
消
滅
す
な
わ
ち
緑
化 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

（
３
点
） 

 
 

 
 

 

（
３
）
前
線
帯
が
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
な
か
ま
で
侵
入
し
て
雨
を
降
ら
せ
た
か
ら
。（
３
点
） 

 

問
五 

Ａ 

イ 
 

 

Ｂ 

オ 
 

 

Ｃ 

エ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
３
点×

３
） 

 
 

問
六 

③
・
④ 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 (

３
点×

２) 

 
 

 

三 
 

１
８
点 

 
 

① 

キ 
 

② 

エ 
 

③ 

ア 
 

④ 

コ 
 

⑤ 

オ 
 

⑥ 

ケ 
 

 
 

 

（
３
点×

６
） 

 


